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自己紹介

大塚 英治 オオツカ エイジ

株式会社 キットブルー 代表取締役

北海道小樽市生れ 54歳

株式会社 沿海調査エンジニアリング 代表取締役社長

有限会社 北海屋大塚商店 代表取締役

東海大学 非常勤講師

NPO法人 海に学ぶ体験活動協議会 理事

一般社団法人 小樽観光協会 理事

泊村観光協会 理事

ライフワークは「海のある豊かなくらし」



「地域商社」とは、地域の資源を発掘し、価値を最大化させることを

第一のミッションとする。

その上で、地域の多くの関係者を巻き込む求心力を持ち、農産物や加

工品などの地域資源をブランド化し、生産・加工から販売まで一貫し

てプロデュースし、地域内外に販売する組織。



積丹半島からの挑戦 地域商社キットブルー

～神恵内村・岩内町・泊村 3つのまちから「売れる」をつくる～



ニセコリゾート

新千歳空港

札幌市

小樽市

Kamoanei 神恵内村

Iwanai 岩内町

Tomari 泊村



創業時：Kamoenai Iwanai Tomari 株式会社KITBLUE

代表取締役 池田幸雄（神恵内村副村長）
取締役 岩内町副町長
取締役 泊村副村長
執行役員 大塚英治（（株）沿海調査エンジニアリング代表取締役社長）
監査役 北海道銀行岩内支店長
監査役 北洋銀行岩内中央支店長

設 立 2017年10月1日
資本金 1千万円

古宇郡漁業協同組合
岩内郡漁業協同組合

株式会社沿海調査エンジニアリング

経営ノウハウや人材の提供（執行役員、社員出向）

北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫

資金供給

原料供給

地方創生事業により2017年10月に創業した地域商社・株式会社キットブルー。
「持続可能な漁村まちづくり」をミッションとして、漁業者の所得向上や後継者問題の解決、増養殖事業の確立などに取り組ん
でいます。新しいかたちで、産地と消費者をつなぎ、特産品である「ナマコ」「ウニ」はもとより、豊かな観光資源も含めて地
域の魅力を国内外に発信します。地域資源の発掘を含め、地域のブランド力を磨くことが我々のミッションです。

協力機関
北海道経済産業局
北海道/北海道立総合研究機構
JETRO日本貿易振興機構
民間企業各社

技術協力
販路開拓

国（地方創生事業）
交付金



地域経済の活性化に向けた仕組みづくり

【神恵内村】

水産業・観光業
（新たな産業創出も）

商業・サービス業
（新たな産業創出も）

所得

消費所得

公共サービス

基盤産業

非基盤産業

【トレンド】 国際環境の変化 、 気候変動・自然災害、感染症 、 人口減少・少子高齢化 、 海業
技術進展（Society5.0） 、 インフラ等の老朽化 、 暮らし・働き方等の変化 等

税 税 税

【村外】

国内市場

海外市場

• 国内や海外との取引、越境ECの展開。
• 国内外からの投資の呼込
• 技術のパッケージの展開（販売）。

企業等

投資売上

【神恵内村の新たな地域経済循環の仕組み】

村民













CNACは、海辺で活動する全国の団体個人が、より多くの皆様に安全に楽しく海辺の活動に参加して

いただけるよう連携することを目的として2006年に設立されました。豊かで美しい海を次世代へ継

承し、持続可能な社会を創造していくためには、多くの人々が海辺の自然を楽しみつつ、海への理

解を深め、海辺の環境を保全することの大切さを学ぶことが必要です。このため、「海辺の自然体

験活動」を活性化します。

海辺の自然体験活動を推進する団体および幅広い個人の交流を支援し、海辺の自然体験活動を支

える指導者を育成するほか、海辺の自然体験活動を円滑に推進するための調査研究や普及啓発を図

り、良好な海辺の環境の保全及び創出に努めます。

海洋基本法（2007年7月20日施行）



国土交通省 港湾局【 協 力 】











【NPO / 市民団体】

認定NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会、マリンオフィス ムーンベイ、野外教育事業所ワンパク大学、NPO法人ガイア自然

学校、NPO法人Earth Communication、NPO法人伊勢湾フォーラム、NPO法人海の達人、NPO法人環境ボランティアサークル亀の子隊、

NPO法人環境教育技術振興会NPO法人海辺つくり研究会、NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター、NPO法人国際海洋

自然観察員協会、NPO法人国際自然大学校、NPO法人青少年体験活動研究所、NPO法人湘南自然学校、NPO法人たてやま・海辺の鑑

定団、NPO法人千葉自然学校、NPO法人日本安全潜水教育協会、NPO法人日本ビーチ文化振興協会、NPO法人みなとサポート、NPO

法人元気王国、NPO法人新潟みなとクラブ

【社団 / 財団】

（一社）サステナブルデザイン工房、（一財）沿岸技術研究センター、（一財）港湾空港総合技術センター、（一財）日本国際オープ

ンウォータースイミング協会、（一財）みなと総合研究財団、（一社）スピリット・オブ・セイラーズ、（一社）日本埋立浚渫協会、

（一社）日本海上起重技術協会、（一社）日本セーフティパドリング協会、（公社）日本環境教育フォーラム

【営利法人】

（株）ウェイツ、（株）自然教育研究センター、（株）東京久栄、（株）日本空港コンサルタンツ、（株）沿海調査エンジニアリング

■CNACの構成メンバー



■兵庫運河の事例

明治時代に築かれた日本最大級の「兵庫運河」。やがて利用形態は変遷し、水質悪化により市民からは離れた存在に。

「あつまれ 生き物の浜」（兵庫運河干潟）



（業界外の）参入意欲のある団体・事業者の困りごと、、、

事業投資の計
画が立たない

海に安全に
アクセスできる
場所がない

休眠インフラが
使えるの？

海の環境学習
をやりたいが
場所がない

陸上養殖の
実証試験を
行いたい

水中ドロー
ンの練習を
したい

観光・海鮮
料理店を開
業したい 観光船を運航

したい

アドベンチャー
ツーリズム
の拠点に

養殖事業で用地・
取水をしたい。
（表層水・地下海水）

誰に聞いて良い
かわからない

マナーの悪い
釣人で、良い
釣人が締出し

そもそも、漁港・漁村との関わり方・コミュニケーション方法がわからない



■「海業」への理解促進とコンセンサスをいかに図るか？



地域の子供たちが

「この仕事をしたい！」と思うこと



Thank you for listening.

KITBLUE.inc
Eiji Otsuka
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